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星　　　名 光度 分光型 種　　　類
@　　　　　　、｝　國　一
404．ユ928AA　Cas・　（OI1355）9＿12』　　　　　　一 Mb δCep．型？
～ AG　PeL　（040033）6．6－6．9 83 βLyr・型
｛ A8　Gem・　（062019⊃8．2－9．8 ］Pec 不規則？
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239．1928
21．1919
242．19．D，8
245．1928
TU　Leo．
FV　Sc．o．
XY　Lyr．
DT　Cyg．
WX　Cep．
XX　Cep．
（092427）
（17｛｝732＞
（183439）
（210230）
（222763）
（233363）
9－IO
7．9－8．6
5．8－6．8
5．5－5．9
8．8－9．5
8．5－9．8
?????
不規則？　δCep型？
食攣光星
長週期？
δCep型
アルゴル型
アルゴル型
註　第一四二命名tfられるまでの假の名・光度の下線は爲眞光度
　上記に少し忌明を加へるS，
　AG　Per．：1925年目ierce（カナダ，ヴ／クトリア）が二線速度の二化を研
究して，週期2．02858日なる分先器的連星なる事を護表しナこ．それによって
その年Huffer（米，　Wisconsin二二）が光電光度計でβLyr．型憂光星で
ある事を護見し次の結果を得た．
　m，一一J．D．　2424039．644十2．02858E　m，一m，＝1．072H
　又Hufferεは猫立に同じ年にvan　Gent（ラカデン）が乾板より光度を
測定しナこ．その後K：ukarkin（ニジニノヴゴロド）は1926－192S年にわたる
80個の眼覗観測より下記の要素を求めた．
　ml＝工D．2424856．406十2日0262E　　m2－ml＝1．052［1　］M＝6・62　mt＝6・89
　AB　Gem：特殊な分光型でVX　And（不規則？）に似てみる．　Espinが
1898年頃にその憂光を疑ってみたが，Graffの観測によるε，1927年4月
9．8より次第に層光し1928年2月8．2．色は赤く8cである・
　FV　Sco．　m・．242021L30十5日7279E　　D＝o．69日　　d嵩2時？
　XY：Lyr．　1918年Espinによつて護見せられたが，最近数年間のロシ
ヤのParenago及Seliwanowの観測の獲表せらるΣ迄は命名せられるに至
らなかつナこ．Seliwanowは1922－1928年間の377個の観測（プリズム双眼鏡，
比例法）より極大，極小各々12を求め次の式を導いナこ
　m＝2423418十115E
併し週期は80日乃至130日を攣記しでかなり不規則である．
　DT　Cyg．1925年Hufferが光電光度計で登見しa　Cep．型なる式を知つ
302 維 報
ナこ．　　　ム正＝2424305．651十2［14993E　　M－m＝，1。25日
　Kukar】dnは彼の1928年中になしナこ50個の観測より
　　M＝＝　2425344・99十2日496E　　M－m＝1．1日
　又東大の天文學科の神田清艶は1926年以來此の星を襯測され，玉928年の
夏整理して次の式を得られた．
　M＝2424727．94十2”49894E　M－m＝＝1．12　H
　WX　Cep．　：　m＝2425088．524十1，6895E　D＝O．54　H
　XX　Cep．　：　rr］＝＝2425096．5十3，5E
　　　　　　　　　　珍らしい還距離の星雲？
　ドライヤー作第二指示目録中にある第1613號ミいふ星雲は
　　　赤経　　Oh　56m・s　　赤緯　　＋1。12’　（春分瓢1860年）
　　　il　0　57．4　il　十1　20　（il　1885　u）
　　　ij　0　58．0　11　十1　25　（i7　1900　i7）
N・い碓凹くぢら聯26星の北剛ヒSncばかりの所にあるカ㍉之れ
はドイツ國ノ、イデルベルビ天文ii謹マクス・テルフMax　Wolf氏が1906年に
ブルース窩眞機で三見しkものである．（M．N．第67巻第91頁）．非常に微
光で，大きさは30’×40ノである．ラルフ氏は「之れを極めて小さい遊星形
星雲の集團らしい」S書いてみる．其の後，リク天文毫でカーテスH．D．
Curtis氏が之れをクロスリー反射鏡で撮影した時，殆んさ；其れらしいもの
を認めなかった．（Lick．　Publ．13，19）．ざころが近着のA．N．1第5612號を
見るミ，ベルゲドルフ天文皇のバーデW．Baade氏が観測しナこ結果，之れは
17－18等級以下の微光星の集まりで，大きさは14×12ノぐらみのもので，
恰もマゼラン雲やNGC　6822の如きものらしい．故に之れも亦非常に遠
方の星團であるのだらうミ思はれる．（「天界」第63號口糟爲藁及び第199頁
を見られよ）
　　　　　　　　　　　學界人事消息
　ヘルツスプルンケ融授　オランダ國ライデン大學天文皇副長Einar　Hertzs－
prung四壁はZi年度の受賞者ざして英國ローヤル天文學會から金牌を授け
られた・ヘルツスプルング氏は，以前にキール大町に居り，其の後ポヅダ
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ム天文塁に韓じ，欧洲大戦後ライデンに來任した人であって，小マゼラン
雲の距離を決定し，大熊（北斗）星群に加ふべき爾八個の蓮動星を獲見し，
恒星界に三星ε綾星εの匿別を三見した．等の偉効ある二者である．
　ストラトン大佐　さきに，英國ケンブリチ大學の太陽物理天文皇長ニウラ
ール氏が退職したこεを本誌第號第頁に記しナこが，今回其の後任
εしてストラトン：FJ．M．　Stratton大佐が就任した。同大佐は可なり以前
よりニウラール教授の弟子であって，殊に恒星のスペク1・ル研究等には既
に名ある入である．又，192S年以來は國際天文同盟の総幹事である．
　薪城親藏博士　既報の如く今回京都帝國大學総長に就任．
　Pt本一清搏士　今回，弓術研究會丁々員（天文二部）に推薦されt．
　竹田瓢一郎氏　同工學士は去る三月　日蝕を以って京都帝國大學助教授
に任命された．
　上島　昇氏　計理警士は去る二月28日附を三って京都帝國大學講師を
囑言モ≡さオ～、プこ．
　フォグト氏　ド4ッ國・・aデルベルビ天文毫員且Vogt氏は去二月IH
からイエナ大回教授兼天文皇長Eして就任した．
アンリ・ボァンカレ學院成る
　近代のフランスが生んだ大撒二者ボアンカレHenri　Poincar6を紀念す
るナこめ，去る十一月，バリ大回理三部にアンリ・ボアンカレ學院L’Institut
Henri　Poincar6εいふものが創立されナこ．之れは米國にあるIntematiQrial
Edueatioll　Board國際教育局からの寄附金によって出來たもので，トロー
ブリヂTrOwbridge教授やノ・一ヴード大回のバーコフ教授が創立委員εな
つk．此の新旧院では，藪學や撒理的物理學や公算三等に回する教育及び
研究のために，縄えす斯界の大家を聰して講義を聞かせるこミεし，全く
藁紙的な學府trする由．
